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冷媒配管（つづき）3

電気配線4
警告

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように確
実に固定する
接続や固定が不完全な場合は、火災などの
原因になります。

ア−スを必ず取り付ける
法律によるD種接地工事が必要です。ア−スが不完
全な場合は、感電の原因になります。
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、
電話のアース線に接続しないでください。

電気工事（アース工事を含む）は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内
線規程」および据付説明書にしたがって施工し、必ず専用回路を使用する
電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

注意
漏電ブレ−カ−を取り付ける
漏電ブレ−カ−が取り付けられていないと感電の原因になることがあります。

〈P80 形 , P112 形 , P140 形 , P160 形ガス側バルブ （タイプⅡ）〉

�Ì�ç�Ò�Š�.

�Ú� �Æ�µ�Å�å� �Ì�”
�p
S�Ì�-�s�“�t�µ�Ä
�¿�Í�”�t�p�h�”�‡�p
�����Ã�‡�˜�b�¢
¶�‰�£

�Ñ�è�ž�Æ�¿�Ä

�½�ß�”�´�±

�ƒ

�„


¶�� 
¶�‰

�ª�Å�å� �Ì�;�Ô�w�•�”�«

�Å�å� �Ì�;�Ô

�Þ
¶�‰�Ì�z �Å�å� �Ì�”�U�µ�Ä�¿�Í�”�t�p�h�l�h�™�x�z
�y�a�G�s�Ä�ç�«�›�T�Z�s�M���	���/�~�N�Ž�<�w�\�q�
���p
�y�X�i�^�M�{�Ì�ç�Ò�w�‚	Ë�w�j�¼�q�s�“�‡�b�{

冷媒充填
本機種は、30m（AP1124(H)は20m）チャージレス
仕様ですので冷媒配管長が 30m（AP1124(H)は
20m）までは冷媒追加充填が不要です。
配管長が30m（AP1124(H)は20m）を超える場合は、
所定の冷媒量を追加してください。

①冷媒配管の真空引き完了後、バルブを閉じ運転
しない状態で冷媒を充填します。
②規定量が充填できない場合は、冷房運転をしなが
らガス側バルブのチャージポートより残りの冷媒
を追加します。

■冷媒充填作業手順

冷媒は、液の状態で充填してください。
ガス状で充填すると冷媒の組織が変わり正常運転
できません。

■冷媒充填時のお願い

■追加充填量

・Lは配管長
・同時ツインまたは同時トリプルの場合の追加冷媒量
は、分岐管（別売品）に付属の据付説明書をごらん
ください。
・配管長が30m（AP1124(H) は 20m）以下の場合、
冷媒を減らす必要はありません。
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お願い
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電源仕様

●室内ユニットと室外機との接続配線は必ず端子番号を合わせて接続してください。
接続を正しく行いませんと故障の原因となります。

ユニット間の配線
破線部が現地配線です。

●サービスパネルを取りはずしますと、電気部品が前面に
あります。

●配線用穴は金属管の取り付けが可能ですが、使用電線管
とサイズが合わない場合は必要な寸法に穴を開けなおし
てください。

●電源電線、室内外接続線は圧縮機および吐出管に接触し
ないよう、市販の結束バンドで必ず渡り配管に沿わせて
固定してください。
（圧縮機および吐出管は高温となります。）
また、接続部に力がかからないように必ず配管バルブ固
定板、電気部品箱に備えてあるコードクランプに固定し
てください。
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１．所轄の電力会社の規定および電気設備技術基準にし
たがって行ってください。

２．電源の配線は電気工事士の資格がないとできません。

既設配線を流用時の確認事項
●流用する配線、リモコン線、電源設備など（電源線、
配線用遮断器など）にキズ及び劣化などがないこと。

●室内、室外の渡り配線と対地間を500Vメガ−で測
定して100MΩ以上あること。

●配線用遮断器は、高調波対応品であること。（製造メ
ーカーに確認願います。）

既設配線対応
既設配線を流用する場合は、下記の点に十分注意、点検
を行ってください。
●室内、室外渡り配線は、制御線、電源線兼用方式です。
室内、室外渡り配線には、200Vが印加されます。従
って、電源線径の選定は内線規定に従って配線用遮断
器の容量に応じた線径としてください。シールド線等
の通信線は、室内、室外の渡り配線に使用できません。

●リモコン配線径が0.3mm2 の場合は、200mまで使
用できます。

お願い
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試運転
●起動時の圧縮機保護のため、運転開始の 12 時間以上前には漏電ブレーカーを投入してください。
●室外機のバルブが「開」になっていることを確認してください。
●運転手順は室内ユニットの取扱説明書にしたがってください。

7

仕上げ
冷媒配管、ユニット間の配線およびドレン配管が完了
したら、仕上げテープを巻き、市販の支持金具などで
壁に固定してください。

電源電線や室内外接続線は、ガス側のバルブや
断熱材のない配管に接触しないようにしてくだ
さい。

6

アース工事5
アース工事は「電気設備に関する技術基準」に従って実施してください。万一の感電事故を防止するほかに、このエアコンは
室外ユニットに周波数変換装置（インバーター）を内蔵していますので、高周波による室外ユニット表面などへの帯電やノイ
ズを吸収するためにもアースが必要です。アースがない場合、帯電した室外ユニット表面に手を触れると電気を感じることが
あります。

接地の基準	 接地の基準はエアコンの電源電圧および設置場所により異なります。
	 下表により接地工事を行ってください。

Ｄ種接地工事について（注 a ）
●接地工事は電気工事士の方が行ってください。
●接地抵抗は100Ω以下であることを確認してくださ
い。ただし漏電しゃ断器を取り付けた場合は500Ω
以下であることを確認してください。

乾燥した場所に設置する場合（注 b ）
●接地抵抗は100Ω以下になるようにしてください。
最悪でも250Ω以下であることを確認してください。

●室外または室内ユニットのどちらか一方のアース端子より、接地工事を行ってください。

●アース工事を行う際には、電源
プラグを抜いた状態で実施して
ください。
●漏電ブレーカが働く場合は衝撃
波不動作形の漏電ブレーカに交
換してください。
●漏電警報器が働く場合は漏電警報
器の設定を変更してください ｡

お願い

電源
　の条件

エアコン
　の種類

エアコン
　設置場所

対地電圧が150V
以下の場合

対地電圧が150V
をこえる場合

100Vの機種
(含単相3線式
   200Vの機種)

3相200Vの機種
(含単相2線式
   200Vの機種)

水気のある場所
に設置する場合

湿気のある場所
に設置する場合 乾燥した場所に設置する場合

漏電しゃ断器を取り付けさらにD種接地工事が
必要です。（注 　）

D種接地工事が
必要です。(注 　）

D種接地工事は法的には除外さ
れていますが安全のため接地工
事をしてください。(注 　）

a

a

b

次のようなものにアース線
を接続すると危険ですので、
絶対に行わないでください。

重要事項

水道管・ガス管・避雷針
や電話のアース線

現地対応機能8
夜間低騒音運転

既設配管対応
既設配管を流用する場合には、下記の点に十分注意、
点検を行ってください。
●配管の肉厚が規格内で傷やへこみがないこと。
●配管内の水分、油の侵入、ゴミなどの侵入
●フレアのゆるみ、溶接部の漏れなど
●銅管、断熱材の劣化
■既設配管流用時の注意項目
●フレアは、ガス漏れ防止のため再利用せず、製品に
付属のフレアナットに交換して新たにフレア加工
してください。

●配管内部のクリーン度を保つため、窒素ガスによる
ブロー等を行ってください。
 （ブロー等により非常に変色したオイルや多量の残渣
物が排出された場合は、配管を洗浄してください。）
●現地配管途中に溶接部がある場合、溶接部のガス漏
れチェックを行ってください。

下記に該当する配管は流用せず、新規施工してください。
●室内ユニットまたは室外機を、長期間配管からはず
し開放状態にしていた場合

●流用前にR22・R410AまたはR407Cの冷媒を
使用していない室外機が接続されていた場合

●既設配管には、JIS B 8607「一般冷媒配管用銅管
の種類・寸法」に規定されているものと同等以上の
肉厚が必要です。

●配管肉厚が上記に満たない薄肉配管は、耐圧強度が
不足しますので絶対に使用しないでください。

●既設配管でφ19.1 を使用する場合は、室外機サイ
クル制御基板上のSW801既設配管対応スイッチ
のビット 5を ON側にしてください。この場合、
暖房時外気温および室内温度によっては暖房能力が
低下する場合があります。

	基準外径 (mm)	 肉厚 (mm)
	 φ 9.5	 0.8
	 φ 12.7	 0.8
	 φ 15.9	 1.0
	 φ 19.1	 1.0
	 φ 22.2	 1.15

冷媒回収方法
●室内ユニットまたは、室外機の移設等で冷媒を回収す
る場合は、室外機のサイクル制御基板上に冷媒回収ス
イッチSW802がありますので、ご利用ください。

■作業手順
①電源を入れてください。
②室内ユニットをリモコンにより送風運転にしてく
ださい。

③室外機サイクル制御基板上の冷媒回収スイッチ
SW802を押すと強制冷房運転します（最大10
分間）ので、バルブ操作により冷媒回収を行います。

④冷媒回収完了後、バルブを閉止するとともに冷媒
回収スイッチSW802を押してください。運転が
停止します。

⑤電源を切ってください。

室外機サイクル制御基板

1
2
3
4
5
6

O
N

CN804
オプション
コネクタ

SW802
冷媒回収
SW

SW801
既設配管
対応SW

制御基板上は通電されていますので、感電に
注意してください。

1 2 3 4 5 6

工場出荷時

1 2 3 4 5 6

既設配管対応時
SW801

ON ON
ヒートポンプ

●市販タイマー（現地手配）と別売部品「室外機応用制
御キット（TCB-PCOS1）」を接続することにより、
夜間低騒音運転ができます。詳しくは、別売部品「室
外機応用制御キット」の説明書を参照してください。

●能力セーブ運転により夜間の運転音が、約４dB低減
します。

●外気温度条件等により能力が不足することがあります。

※冷房専用機種については、SW801の操作は不要です。
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お客様への引渡し
●「保証書」「取扱説明書」「据付説明書」を必ずお客様に渡してください。
保証書には必ず所定事項（★印箇所）をご記入のうえお客様に渡してください。

●「取扱説明書」の内容を十分ご説明のうえ引渡しをお願いします。
●暖房シーズンは外気温が低くなると圧縮機保護のため200V電源から圧縮機に通電され、予熱するようになって
いますのでシーズン中はブレーカーを入れたまま使用されるよう、十分ご説明のうえお客様に引渡してください。
（この場合の消費電力は20〜50Wです）

故障診断9

10

室内リモコンによる点検コードに加えて、室外機サイクル制御基板のＬＥＤ表示により室外機の故障診断ができま
す。各種チェックにお役立てください。室内リモコンの点検コードは室内ユニットの据付説明書をご覧ください。
点検前はディップスイッチ（SW801）のビット１およびビット２が OFF の位置にあることを確認してください。

■ＬＥＤ表示と点検コード

：早い点滅

：消灯

：点灯

赤 黄 黄 黄

ＬＥＤ表示

熱交センサ(TE)異常

吸込センサ(TS)異常

吐出センサ(TD)異常

圧縮機ケースサーモ動作によるシリアル通信異常

外気温センサ(TO)異常

DC外ファン異常

IPDU間通信異常(異常停止を行う異常)

吐出温度異常

EEPROM異常

IPDU間通信異常(異常停止を行わない異常)

G-Tr短絡保護

検出回路異常

電流センサ異常

圧縮機ロック異常

Tin温度異常、Tinセンサ異常

圧縮機ブレークダウン

欠相検出、CT電流センサ抜け検出

作　動　要　因
サイクル制御基板ディップスイッチSW801

ＬＥＤ表示
D800　D801　D802　D803

１ ２

ON

D800D801D802D803
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-② 〒416-8521　静岡県富士市蓼原336番地


